
✓横ばいが継続している家庭系食品ロスの削減に向け、普及啓発に限らない施策の展開が必要

✓2050年食品ロス実質ゼロを実現するためには、やむを得ず発生してしまった食品ロスを含めた食品廃棄物の
循環利用（リサイクル）に関する施策強化が不可欠

✓コロナ５類移行による外食需要回復等の影響でリバウンドしている外食産業のロスに対しては継続して取組を実施

発生抑制

ＤＸを活用した家庭系
食品ロス削減推進事業
（新規）

都内食品ロスの約４割を占める家庭系ロスを削減するため、消費者モニター
を活用した調査等により、先進技術・サービスの効果検証等を実施

0.6
億円

外食ロス削減推進事業
（継続）

インバウンド向けの取組等を網羅した飲食店舗向け食品ロス削減テキスト等
を活用し、業界団体及び区市と連携して講習会等を実施

0.5
億円

有効活用
防災備蓄食品対策事業
（継続）

都内区市町村及び都の未利用の防災備蓄食品を都内フードバンク等とマッ
チングするシステムを運用

0.2
億円

循環利用

大規模オフィスビル等の
ゼロ・ウェイスト化に向けた
調査検討（新規）

都内大規模オフィスビル等について、廃棄物の排出実態を把握し、ごみの発
生抑制に最大限取り組んだ上で高度なリサイクルを推進するゼロ・ウェイスト
化に向けた課題や、必要なプロセスを分析する調査検討等を実施

0.2
億円

食品リサイクルの広域化
支援事業（新規）

食品リサイクルの取組を促進するため、生ごみ等の分別収集の効率化を図
る自治体横断的な回収ルートの構築に向けて、自治体の実施計画策定や
ルート検証などに関する伴走型支援を実施

0.8
億円

※令和８年度東京都一般会計予算が東京都議会で可決された場合

令和８年度 主な予算案の概要 資料６
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